
平成２９年６月１日 巌 神 青 岩手県神道青年会報 第 715号 

 

            岩手県神道青年会ホームページ http://www.ganshinsei.jp/  1 

 

    

 会
長
就
任
挨
拶 

     

第
二
十
九
代
会
長 

 
 
 
 
 

髙 

橋 

数 

馬 

 

先
ず
以
っ
て
、
謹
ん
で
聖
寿
の

万
歳
と
皇
室
の
弥
栄
を
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。 

常
日
頃
よ
り
岩
手
県
神
社
庁

様
を
は
じ
め
、
先
輩
諸
賢
並
び
に

関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は

岩
手
県
神
道
青
年
会
に
対
し
、
多

大
な
る
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜

っ
て
お
り
ま
す
事
に
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

去
る
平
成
二
十
八
年
十
一
月 

        

十
五
日
、
岩
手
県
神
道
青
年
会
臨

時
総
会
に
於
き
ま
し
て
、
会
員
の

皆
様
か
ら
の
ご
承
認
を
賜
り
、
第

二
十
九
代
会
長
の
重
責
を
担
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

昭
和
二
十
四
年
創
立
以
来
、
先

輩
諸
賢
が
紡
い
で
こ
ら
れ
た
六

十
八
年
と
い
う
長
き
歴
史
と
伝

統
の
重
み
に
身
が
引
き
締
ま
る

思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
元
々
浅
学

菲
才
の
身
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

会
務
に
全
力
で
取
り
組
み
、
会
員

の
皆
様
と
共
に
一
丸
と
な
っ
て

様
々
な
活
動
に
邁
進
し
、
斯
界
の

発
展
に
努
め
て
い
く
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。 

さ
て
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
環

境
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て

い
る
昨
今
、
国
内
外
の
問
題
は
も

と
よ
り
斯
界
の
抱
え
る
問
題
も

多
種
多
様
化
し
て
き
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
様
々
な
問
題
に

対
し
て
私
た
ち
は
青
年
神
職
と

し
て
の
立
場
か
ら
何
が
で
き
る

の
か
模
索
し
、
解
決
に
向
け
た
一

助
と
な
る
べ
く
行
動
に
移
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

し
て
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
東
日
本
大
震
災
発
災
よ
り
七

年
が
経
過
致
し
ま
し
た
、
岩
手
県

に
お
い
て
も
目
に
見
え
る
復
興

は
着
実
に
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、

真
の
復
興
に
は
ま
だ
至
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
時
間
が
経
過
し
た
中

に
お
い
て
も
、
我
々
青
年
神
職
は

被
災
地
に
心
を
寄
せ
な
が
ら
、
継

続
し
て
復
興
支
援
を
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

当
会
で
は
、
昨
年
度
よ
り
時
局

対
策
委
員
会
、
事
業
頒
布
委
員
会
、

広
報
委
員
会
の
三
つ
の
委
員
会

を
立
ち
上
げ
活
動
を
行
い
ま
し

た
が
、
今
年
度
は
青
少
年
の
健
全

な
育
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
青
少
年
委
員
会
を
新

た
に
立
ち
上
げ
、
組
織
の
更
な
る

活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
、
会
員
が
同
じ
ビ
ジ
ョ
ン
を

も
ち
、
団
結
す
る
こ
と
が
大
き
な

運
動
推
進
力
と
な
り
拡
が
り
が

生
ま
れ
て
く
る
と
確
信
し
て
お

り
ま
す
。 

ま
た
、
今
年
度
は
東
北
六
県
神

道
青
年
協
議
会
長
に
藤
原
大
修

君
を
輩
出
し
て
お
り
ま
す
。
六
県

の
事
業
と
し
て
は
、
東
日
本
大
震

災
慰
霊
祭
が
当
県
で
斎
行
さ
れ
、

来
年
度
に
は
東
北
六
県
禊
錬
成

会
の
当
番
県
と
し
て
、
志
同
じ
う

す
る
東
北
各
地
の
青
年
神
職
を

お
迎
え
し
て
事
業
を
展
開
す
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
東
北

一
枚
岩
と
な
る
べ
く
、
会
長
の
フ

ォ
ロ
ー
は
も
と
よ
り
東
北
各
地

青
年
神
職
と
交
流
を
図
り
な
が

ら
、
強
い
岩
手
県
を
発
信
し
て
い

き
ま
す
。 

そ
し
て
平
成
三
十
一
年
に
は

当
会
創
立
七
十
周
年
の
佳
節
を

迎
え
ま
す
。
戦
後
間
も
な
い
中
、

当
会
が
創
立
さ
れ
て
よ
り
七
十

年
の
長
き
年
月
、
先
輩
諸
賢
が
そ

の
時
代
に
即
し
た
運
動
を
展
開

し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
輝
か
し
い

歴
史
に
感
謝
と
敬
意
を
抱
き
な

が
ら
、
未
来
へ
む
け
て
更
な
る
一

歩
を
踏
み
だ
せ
る
よ
う
会
員
の

皆
様
と
共
に
準
備
を
し
て
参
り

ま
す
。 

敬
神
生
活
の
綱
領
の
前
文
に

「
実
践
に
つ
と
め
て
以
て
大
道

を
宣
揚
す
る
こ
と
を
期
す
る
」
と

あ
り
ま
す
。
青
年
神
職
と
し
て
、

ま
ず
は
斯
界
の
尖
兵
と
な
る
べ

く
行
動
に
移
し
て
い
く
こ
と
が

責
務
で
あ
り
ま
す
。
先
輩
諸
賢
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
私
た

ち
会
員
に
対
し
ご
指
導
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
会
長
就
任
の
挨
拶
と
致
し

ま
す
。 

巌

神

青 
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会
長
退
任
挨
拶 

       

第
二
十
八
代
会
長 

 

菅 

原 

政 

憲 

早
い
も
の
で
、
平
成
二
十
七
年

四
月
に
第
二
十
八
代
の
会
長
を
引

き
継
い
で
よ
り
、
任
期
満
了
に
よ
り

此
の
度
会
長
の
職
を
退
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
岩
手
県
神
社
庁
様
を

始
め
、
県
内
各
神
社
宮
司
様
、
先
輩

諸
兄
皆
様
に
は
多
大
な
る
御
指
導
、

御
鞭
撻
を
賜
り
、
大
過
な
く
重
責
を

果
た
せ
ま
し
た
こ
と
心
よ
り
深
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
会
員
の
皆

様
に
は
、
こ
の
二
年
間
諸
事
業
を
通

し
現
執
行
部
を
お
支
え
頂
き
ま
し

た
こ
と
誠
に
有
り
難
く
篤
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
こ
の
二
年
間
を
振
り
返
り

ま
す
と
、
通
常
会
務
に
加
え
、
震
災

復
興
へ
向
け
た
支
援
活
動
、
昨
年
度

の
日
露
戦
勝
百
十
年
、
大
東
亜
戦
争

終
結
七
十
年
の
節
目
を
迎
え
た
英

霊
顕
彰
事
業
、
い
わ
て
国
体
の
開
催

に
お
け
る
皇
室
尊
厳
護
持
運
動
、
そ

し
て
何
よ
り
も
憲
法
改
正
に
向
け

た
時
局
活
動
を
活
動
の
柱
に
加
え

活
動
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。 

震
災
の
復
興
に
関
し
て
は
復
興

へ
の
微
か
な
光
が
う
か
が
え
る
中
、

普
段
か
ら
の
備
え
と
祭
祀
を
通
し

て
の
人
々
の
心
の
復
興
、
祈
り
が
大

切
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
致

し
ま
し
た
。 

英
霊
顕
彰
事
業
に
於
い
て
は
、
八

月
十
五
日
の
戦
没
者
追
悼
平
和
祈

願
祭
に
当
会
と
し
て
初
め
て
御
奉

仕
を
し
、
ま
た
境
内
清
掃
を
通
し
、

御
遺
族
の
高
齢
化
が
叫
ば
れ
る
中
、

私
達
青
年
神
職
が
先
に
立
ち
常
に

御
英
霊
に
心
を
寄
せ
る
よ
う
活
動

し
て
参
り
ま
し
た
。 

時
局
の
活
動
と
し
て
、
国
体
開
催

に
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
始
め
多
く

の
皇
族
の
皆
様
が
御
来
県
さ
れ
た

際
に
は
、
国
旗
を
掲
げ
県
内
県
民
を

挙
げ
て
御
奉
迎
出
来
た
こ
と
は
と

て
も
嬉
し
く
感
極
ま
っ
た
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
私
達
の
悲

願
で
も
あ
る
自
主
憲
法
制
定
に
向

け
て
当
県
の
情
勢
を
鑑
み
な
が
ら

で
あ
り
ま
す
が
、
神
社
庁
様
を
始
め

関
係
団
体
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、

チ
ラ
シ
配
布
や
署
名
活
動
等
の
草

の
根
の
活
動
を
今
も
続
け
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、
参
議
院
選
や

県
議
会
選
に
お
け
る
選
挙
活
動
、
参

院
選
に
お
い
て
私
達
と
同
じ
思
い

を
持
っ
た
方
を
当
選
ま
で
押
し
上

げ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と

は
後
悔
を
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
活
動
は
や
が
て
来
る
国
政
選

挙
の
場
に
て
大
き
な
糧
と
な
る
は

ず
で
す
。 

そ
し
て
、
今
期
で
八
回
目
を
迎
え

る
親
子
禊
錬
成
会
、
少
年
院
少
年
刑

務
所
に
お
け
る
収
穫
感
謝
祭
。
ま
た
、

最
も
大
き
な
事
業
と
し
て
当
会
は

来
年
七
十
周
年
の
佳
節
を
迎
え
ま

す
。
高
橋
新
会
長
の
下
、
今
後
実
行

委
員
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
様
々
な

事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
と

思
い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
新
執
行
部

に
加
え
、
東
北
六
県
で
は
藤
原
大
修

君
を
会
長
と
し
て
全
国
、
東
北
の
中

心
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。 

藤
原
庁
長
が
就
任
当
初
「
強
い
神
社

界
、
強
い
岩
手
を
作
る
」
と
お
っ
し

ゃ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
為

に
は
強
い
青
年
会
が
必
要
で
す
。
会

を
作
る
の
は
執
行
部
で
も
役
員
で

も
無
く
会
員
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
今
ま

で
以
上
に
関
係
諸
団
体
と
の
連
携

を
深
め
、
い
つ
何
時
で
も
直
ぐ
に
活

動
出
来
る
強
い
岩
手
の
為
の
体
制

を
構
築
出
来
た
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。 今

我
が
国
は
大
き
な
転
換
期
に

差
し
掛
か
っ
て
お
り
ま
す
。
国
会
で

も
憲
法
改
正
の
議
論
が
活
発
に
な

っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
米
国
を
始
め

近
隣
諸
国
と
の
関
係
は
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
、

伝
統
と
歴
史
、
文
化
に
彩
ら
れ
た
美

し
い
日
本
を
自
分
達
の
手
で
護
る

為
に
は
、
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
明
白
か
と
思
い
ま
す
。 

結
び
に
、
七
十
年
も
の
間
、
先
輩

方
の
手
で
築
き
上
げ
ら
れ
た
岩
手

県
神
道
青
年
会
の
会
長
と
い
う
重

責
を
担
わ
せ
て
頂
い
た
御
神
慮
は

も
と
よ
り
、
お
支
え
頂
い
た
先
輩
諸

賢
を
始
め
多
く
の
皆
様
に
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
会
員

各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
結
果
を

求
め
な
が
ら
も
楽
し
く
、
美
し
い
未

来
の
為
に
高
橋
新
会
長
の
下
、
心
を

ひ
と
つ
に
会
務
に
取
り
組
ん
で
頂

き
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ

退
任
の
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 
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懇親会は大通 八兵衛にて 

 

藤原庁長より激励賜る 

 

 

菅原前会長挨拶 

平
成
二
十
九
年
度
定
時
総
会 

 

髙
橋
会
長
に
よ
る
新
体
制
が
決
定
。
平
成
二
十
九
年
度
活
動
方
針
・
予
算
決
定 

議
事 

 

１
、
平
成
二
十
八
年
度
会
務
報
告
の
件 

 

２
、
平
成
二
十
八
年
度
収
支
決
算
の
件 

 

３
、
平
成
二
十
八
年
度
東
日
本
大
震
災
復

興
活
動
報
告
並
び
に
特
別
会
計
収
支

決
算
の
件 

 

４
、
会
則
変
更
の
件 

 
５
、
役
員
改
選
の
件 

 
６
、
平
成
二
十
九
年
度
活
動
方
針
案
の
件 

 

７
、
平
成
二
十
九
年
度
予
算
案
の
件 

 

平
成
二
十
九
年
度
定
時
総
会
は
、
五
月
十
六
日
（
火
）
岩
手
県

神
社
庁
を
会
場
に
、
藤
原
神
社
庁
長
を
来
賓
に
迎
え
、
会
員
三
十

二
名
出
席
の
下
、
開
催
さ
れ
た
。 

冒
頭
、
藤
原
庁
長
よ
り
、
時
代
の
変
化
に
際
し
諸
先
輩
が
常
に

先
頭
に
立
ち
道
を
切
り
開
い
た
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
、
現
在
の
激

動
の
時
代
に
青
年
会
の
果
た
す
役
割
は
大
き
く
、
神
社
庁
と
両
輪

と
な
り
活
動
す
る
よ
う
期
待
を
込
め
た
祝
辞
を
賜
っ
た
。 

 

議
事
は
播
磨
常
任
委
員
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
進
行
。
会
則
変

更
承
認
後
、
新
執
行
部
に
体
制
が
変
わ
り
、
新
役
員
に
つ
い
て
髙

橋
会
長
よ
り
指
名
、
直
ち
に
承
認
と
な
っ
た
。
す
べ
て
の
議
案
は

原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
た
ほ
か
、
東
日
本
大
震
災
特
別
会
計
は
平

成
二
十
八
年
度
末
を
も
っ
て
閉
鎖
さ
れ
た
。 

 

総
会
後
は
、
盛
大
に
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。 
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四
月
二
十
七
日
（
木
）
、
当
会

花
輪
常
任
委
員
の
要
請
に
よ
り
、

標
記
助
勢
活
動
を
行
っ
た
。 

 

当
日
は
、
鵜
住
神
社
に
集
合
の

後
、
所
役
を
決
め
会
場
へ
移
動
。

会
場
内
に
て
施
工
側
の
司
会
の

方
と
打
合
せ
を
し
習
礼
。 

 

平
成
三
十
一
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
も
使
用
予
定

の
釜
石
鵜
住
居
復
興
ス
タ
ジ
ア

ム(

仮
称)

整
備
工
事
安
全
祈
願
祭

を
鵜
住
神
社 

花
輪
宗
嗣
宮
司
斎

主
の
も
と
、
斎
行
し
た
。 

祭
儀
に
は
釜
石
市
長
を
始
め

ラ
グ
ビ
ー
関
係
者
、
地
元
関
係
者
、 

       

工
事
関
係
者
ま
た
鵜
住
居
小
学

校
児
童
会
長
、
釜
石
東
中
学
校
生

徒
会
長
な
ど
約
百
名
が
参
列
し

た
。
花
輪
宮
司
が
祝
詞
奏
上
、
菅

原
地
区
委
員
・
谷
藤
書
記
が
切
麻

散
供
の
後
、
釜
石
市
長
や
児
童
会

長
、
生
徒
会
長
な
ど
十
六
名
が
一

斉
に
鍬
入
れ
。
関
係
者
か
ら
盛
大

な
拍
手
が
上
が
っ
た
。 

 

髙 

橋 
悠 
太 

地
区
委
員 

 
 

 
 

美 
保 

夫
人 

 

五
月
三
日
挙
式 

 

熊 

谷 

政 

秀 

監
事 

長
男 

旭
晄
（
あ
さ
ひ
）
君 

 

四
月
十
九
日
ご
誕
生 

 

中 

野 

忠 

司 

会
員 

長
女 

伊
奈
海
（
い
な
み
）
さ
ん 

 

四
月
二
十
五
日
ご
誕
生 

活
動
報
告 

（
自
平
成
二
十
九
年
四
月
至
五
月
） 

四
月
四
日 

神
社
庁
神
殿
例
祭 

菅
原
前
会
長
参
列 

四
月
十
三
日 

第
十
二
回
東
北

六
県
神
道
青
年
協
議
会
役
員

会
（
岩
手
県
神
社
庁
） 

四
月
十
六
日 

「
国
に
届
け
！ 

十
八
歳
選
挙
権
」
街
宣
活
動
拝

聴
（
奥
州
市
内
） 

四
月
二
十
四
日 

第
十
一
回
役

員
会
・
岩
手
護
國
神
社
清
掃
奉

仕
活
動 

四
月
二
十
六
日 

第
六
十
九
回

神
道
青
年
全
国
協
議
会
定
例

総
会
（
神
社
本
庁
）
髙
橋
会
長
、

小
保
内
・
藤
原
両
副
会
長
出
席 

四
月
二
十
七
日 

東
日
本
大
震

災
復
興
支
援
活
動
（
鵜
住
居
）

（
別
記
記
事
） 

五
月
十
六
日 

平
成
二
十
九
年

度
定
時
総
会
（
別
記
記
事
） 

    

五
月
三
十
日 

平
成
二
十
九
年

度
東
北
六
県
神
道
青
年
協
議

会
禊
錬
成
会
（
宮
城
県
・
松
島
）

髙
橋
会
長
以
下
十
八
名
受
講

（
記
事
次
号
掲
載
） 

 

編
集
後
記 

 

髙
橋
新
会
長
の
下
、
広
報
委
員

会
も
多
田
前
委
員
長
か
ら
引
継

ぎ
、
ま
ず
は
今
号
の
発
行
と
な
り

ま
し
た
。 

 

前
会
長
・
新
会
長
の
挨
拶
に
も

あ
り
ま
す
通
り
、
今
期
は
創
立
七

十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
七
十
年
の

歩
み
を
振
り
返
る
た
め
に
は
、
先

輩
方
か
ら
の
話
を
伺
う
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
多
く
の
記
録

を
検
証
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
『
岩
神
青
』
は
、
当
時
を
知

る
上
で
の
重
要
な
資
料
で
す
。
今

期
も
責
任
を
果
た
し
て
参
り
た

く
存
じ
ま
す
。（
威
） 

  

発 
行 
岩
手
県
神
道
青
年
会 

住 

所 
二
戸
市
福
岡
字
松
の
丸
二
一
呑
香
稲
荷
神
社
社
務
所
内 

電 

話 

〇
一
九
五
‐
二
三
‐
二
〇
四
二 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
一
九
五
‐
二
三
‐
八
九
〇
三 

東
本
大
震
災
復
興
支
援
活
動 

鵜
住
居
復
興
ス
タ
ジ
ア
ム 

整
備
工
事
安
全
祈
願
祭
助
勢 

 

祝
ご
結
婚
！ 

祝
ご
誕
生
！ 


